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独立行政法人労働安全衛生総合研究所の研究倫理委員会

より承認を得て実施した． 

作業課題として，ストループカラーワード課題を用い

た．実験風景と課題のイメージは図１に示している．ス

トループカラーワード課題では，コンピュータ画面上に

色を意味する文字（きいろ）がその意味とは異なる色（み

どり）で提示され，被験者にはその文字の提示色（みど

り）を 3秒以内に 6つの選択肢から選択させた．全ての

選択肢はコンピュータ画面上に同時に表示され，被験者

にはマウスを動かして，特定の選択肢をクリックするこ

とで解答させた．制限時間内（3秒）に解答できない，

あるいは誤まった反応をした場合には誤反応数として

記録した． 

被験者は 6分間の作業試行を 24 回，6分間の休息試行

（座位安静）を 6回、1日計 3時間の実験を休息の裁量

権あり・なし条件で異なる日の同じ時間帯に実施した．

裁量権あり条件では， 1 時間（計 10 試行）ごと，休息 2

試行を被験者が自らの裁量で取得することができた．そ

の際，連続作業時間が 1時間超えないようにして，休息

２試行を確保するため，10 試行のうち，作業試行を連続

8回行った場合には最後の 2 試行を休息とした．また休

息試行を１回しか取らなかった場合の最後の１試行は自

動的に休息試行となるように設定した．裁量権なし条件

では，裁量権あり条件と同じ順序で作業・休息試行を行

った．すなわち，休息試は予め指定されていた． 

作業中の主観的負担度については各試行の直後の疲労，

眠気，ストレスを VAS 法で評価させた． 各項目について，

まったく感じていない場合は左側，非常に感じている場

合は右側にカーソルを動かすよう被験者に教示した．全

ての試行（ 30 試行）が終了した後，日本語版

図 1 実験室風景と課題のイメージ 
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